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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 10月 19日 (2006.10.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｍ 値 （ Ｍ ≧ ３ ） の 画 像 デ ー タ を 複 数 の 領 域 に 分 割 す る ブ ロ ッ ク 分 割 手 段 と 、
　 前 記 Ｍ 値 の 画 像 デ ー タ 中 の エ ッ ジ を 検 出 す る エ ッ ジ 検 出 手 段 と 、
　 前 記 エ ッ ジ 検 出 手 段 で 検 出 し た エ ッ ジ を 強 調 す る エ ッ ジ 強 調 手 段 と 、
　 前 記 ブ ロ ッ ク 分 割 手 段 で 分 割 さ れ た 各 分 割 領 域 内 の エ ッ ジ の 有 無 を 判 別 す る エ ッ ジ 判 別
手 段 と 、
　 前 記 エ ッ ジ 判 別 手 段 で エ ッ ジ を 有 し な い と 判 別 さ れ た 分 割 領 域 が 中 間 調 領 域 で あ る か 否
か を 判 別 す る 中 間 調 領 域 判 別 手 段 と 、
　 前 記 中 間 調 領 域 判 別 手 段 で 中 間 調 領 域 で あ る と 判 別 さ れ た 分 割 領 域 内 の 画 像 デ ー タ を 第
１ の Ｎ 値 化 処 理 を 用 い て Ｎ 値 （ Ｍ ＞ Ｎ ≧ ２ ） 化 し て Ｎ 値 の 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 第 １ Ｎ 値
化 デ ー タ 生 成 手 段 と 、
　 前 記 エ ッ ジ 判 別 手 段 で エ ッ ジ を 有 す る と 判 別 さ れ た 分 割 領 域 内 の 画 像 デ ー タ 、 ま た は 前
記 中 間 調 領 域 判 別 手 段 で 中 間 調 領 域 で な い と 判 別 さ れ た 分 割 領 域 内 の 画 像 デ ー タ を 第 ２ の
Ｎ 値 化 処 理 を 用 い て Ｎ 値 化 し て Ｎ 値 の 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 第 ２ Ｎ 値 化 デ ー タ 生 成 手 段 と
、
　 前 記 第 １ Ｎ 値 化 デ ー タ 生 成 手 段 で 生 成 し た Ｎ 値 の 画 像 デ ー タ 、 お よ び 前 記 第 ２ Ｎ 値 化 デ
ー タ 生 成 手 段 で 生 成 し た Ｎ 値 の 画 像 デ ー タ の 各 画 素 に 対 応 す る ド ッ ト を 設 定 し た 印 刷 デ ー
タ を 生 成 す る 印 刷 デ ー タ 生 成 手 段 と 、
　 前 記 印 刷 デ ー タ 生 成 手 段 に よ っ て 生 成 さ れ た 印 刷 デ ー タ に 基 づ い て 印 刷 を 実 行 す る 印 刷
手 段 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 印 刷 装 置 。



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 に 、 こ の よ う な バ ン デ ィ ン グ 現 象 は 、 前 述 し た よ う な 「 マ ル チ パ ス 型 プ リ ン タ 」 の 場
合 よ り も 、 印 字 ヘ ッ ド が 固 定 （ １ パ ス 印 刷 ） で 、 か つ ノ ズ ル の 数 が マ ル チ パ ス 型 プ リ ン タ
よ り も 格 段 に 多 い 「 ラ イ ン ヘ ッ ド 型 プ リ ン タ 」 の 方 に 顕 著 に 発 生 し や す い （ マ ル チ パ ス 型
プ リ ン タ で は 、 印 字 ヘ ッ ド を 何 回 も 往 復 さ せ る こ と を 利 用 し て 白 ス ジ を 目 立 た な く す る 技
術 が あ る ） 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
〔 形 態 １ 〕 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 形 態 １ の 印 刷 装 置 は 、
　 Ｍ 値 （ Ｍ ≧ ３ ） の 画 像 デ ー タ を 複 数 の 領 域 に 分 割 す る ブ ロ ッ ク 分 割 手 段 と 、 前 記 Ｍ 値 （
Ｍ ≧ ３ ） の 画 像 デ ー タ 中 の エ ッ ジ を 検 出 す る エ ッ ジ 検 出 手 段 と 、 前 記 エ ッ ジ 検 出 手 段 で 検
出 し た エ ッ ジ を 強 調 す る エ ッ ジ 強 調 手 段 と 、 前 記 ブ ロ ッ ク 分 割 手 段 で 分 割 さ れ た 各 分 割 領
域 内 の エ ッ ジ の 有 無 を 判 別 す る エ ッ ジ 判 別 手 段 と 、 前 記 エ ッ ジ 判 別 手 段 で エ ッ ジ を 有 し な
い と 判 別 さ れ た 分 割 領 域 が 中 間 調 領 域 で あ る か 否 か を 判 別 す る 中 間 調 領 域 判 別 手 段 と 、 前
記 中 間 調 領 域 判 別 手 段 で 中 間 調 領 域 で あ る と 判 別 さ れ た 分 割 領 域 内 の 画 像 デ ー タ を 第 １ の
Ｎ 値 化 処 理 を 用 い て Ｎ 値 （ Ｍ ＞ Ｎ ≧ ２ ） 化 し て Ｎ 値 の 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 第 １ Ｎ 値 化 デ
ー タ 生 成 手 段 と 、 前 記 エ ッ ジ 判 別 手 段 で エ ッ ジ を 有 す る と 判 別 さ れ た 分 割 領 域 内 の 画 像 デ
ー タ 、 ま た は 前 記 中 間 調 領 域 判 別 手 段 で 中 間 調 領 域 で な い と 判 別 さ れ た 分 割 領 域 内 の 画 像
デ ー タ を 第 ２ の Ｎ 値 化 処 理 を 用 い て Ｎ 値 （ Ｍ ＞ Ｎ ≧ ２ ） 化 し て Ｎ 値 の 画 像 デ ー タ を 生 成 す
る 第 ２ Ｎ 値 化 デ ー タ 生 成 手 段 と 、 前 記 第 １ Ｎ 値 化 デ ー タ 生 成 手 段 で 生 成 し た Ｎ 値 の 画 像 デ
ー タ 、 お よ び 前 記 第 ２ Ｎ 値 化 デ ー タ 生 成 手 段 で 生 成 し た Ｎ 値 の 画 像 デ ー タ の 各 画 素 に 対 応
す る ド ッ ト を 設 定 し た 印 刷 デ ー タ を 生 成 す る 印 刷 デ ー タ 生 成 手 段 と 、 前 記 印 刷 デ ー タ 生 成
手 段 に よ っ て 生 成 さ れ た 印 刷 デ ー タ に 基 づ い て 印 刷 を 実 行 す る 印 刷 手 段 と 、 を 備 え た こ と
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 こ れ ら 分 割 領 域 内 の エ ッ ジ の 有 無 を 判 別 し 、 エ ッ ジ を 有 し な い と 判 別 さ れ た と き
は 、 さ ら に そ の 分 割 領 域 が 中 間 調 領 域 で あ る か 否 か を 判 別 し 、 中 間 調 領 域 で あ る と 判 別 し
た と き は 、 そ の 中 間 調 領 域 に 対 し て バ ン デ ィ ン グ 現 象 を 低 減 す る よ う な 第 １ の Ｎ 値 化 処 理
を 用 い て Ｎ 値 化 処 理 す る 。
　 一 方 、 中 間 調 領 域 で な い と 判 別 し た と き は 、 そ の 分 割 領 域 に 対 し て 特 に バ ン デ ィ ン グ 現
象 を 考 慮 し な い 通 常 の Ｎ 値 化 処 理 で あ る 第 ２ の Ｎ 値 化 処 理 を 用 い て Ｎ 値 化 処 理 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ２ ４ 】
〔 形 態 ４ 〕 形 態 ４ の 印 刷 装 置 は 、
　 形 態 １ に 記 載 の 印 刷 装 置 に お い て 、 前 記 エ ッ ジ 強 調 手 段 、 前 記 エ ッ ジ 判 別 手 段 、 前 記 中
間 調 領 域 判 別 手 段 、 お よ び 前 記 印 刷 デ ー タ 生 成 手 段 の い ず れ か １ つ ま た は ２ つ 以 上 は 、 複
数 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 こ れ に よ っ て 、 形 態 １ に 記 載 の 印 刷 装 置 の 各 手 段 に お け る そ れ ぞ れ の 処 理 を 並 行 ま た は
分 散 し て 実 施 す る こ と が 可 能 と な る た め 、 効 率 的 な 印 刷 処 理 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
〔 形 態 ５ ６ 〕 形 態 ５ ６ の 画 像 処 理 方 法 は 、
　 Ｍ 値 （ Ｍ ≧ ３ ） の 画 像 デ ー タ を 複 数 の 領 域 に 分 割 す る ブ ロ ッ ク 分 割 ス テ ッ プ と 、 前 記 ブ
ロ ッ ク 分 割 ス テ ッ プ で 分 割 さ れ た 各 分 割 領 域 の う ち 、 一 部 の 分 割 領 域 に 対 し て エ ッ ジ を 検
出 す る エ ッ ジ 検 出 ス テ ッ プ と 、 前 記 エ ッ ジ 検 出 ス テ ッ プ で 検 出 し た エ ッ ジ を 強 調 す る エ ッ
ジ 強 調 ス テ ッ プ と 、 前 記 エ ッ ジ 強 調 ス テ ッ プ で エ ッ ジ 強 調 さ れ た 分 割 領 域 内 の エ ッ ジ の 有
無 を 判 別 す る 第 １ エ ッ ジ 判 別 ス テ ッ プ と 、 前 記 第 １ エ ッ ジ 判 別 ス テ ッ プ で エ ッ ジ を 有 し な
い と 判 別 さ れ た 分 割 領 域 が 中 間 調 領 域 で あ る か 否 か を 判 別 す る 第 １ 中 間 調 領 域 判 別 ス テ ッ
プ と 、 前 記 第 １ 中 間 調 領 域 判 別 ス テ ッ プ で 中 間 調 領 域 で あ る と 判 別 さ れ た 分 割 領 域 内 の 画
像 デ ー タ を 第 １ の Ｎ 値 化 処 理 を 用 い て Ｎ 値 （ Ｍ ＞ Ｎ ≧ ２ ） 化 し て Ｎ 値 の 画 像 デ ー タ を 生 成
す る 第 １ Ｎ 値 化 デ ー タ 生 成 ス テ ッ プ と 、 前 記 第 １ エ ッ ジ 判 別 ス テ ッ プ で エ ッ ジ を 有 す る と
判 別 さ れ た 分 割 領 域 内 の 画 像 デ ー タ 、 ま た は 前 記 第 １ 中 間 調 領 域 判 別 ス テ ッ プ で 中 間 調 領
域 で な い と 判 別 さ れ た 分 割 領 域 内 の 画 像 デ ー タ を 第 ２ の Ｎ 値 化 処 理 を 用 い て Ｎ 値 （ Ｍ ＞ Ｎ
≧ ２ ） 化 し て Ｎ 値 の 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 第 ２ Ｎ 値 化 デ ー タ 生 成 ス テ ッ プ と 、 前 記 第 １ Ｎ
値 化 デ ー タ 生 成 ス テ ッ プ お よ び 前 記 第 ２ Ｎ 値 化 デ ー タ 生 成 ス テ ッ プ で 生 成 し た Ｎ 値 の 画 像
デ ー タ の 各 画 素 に 対 応 す る ド ッ ト を 設 定 し た 印 刷 デ ー タ を 生 成 す る 第 １ 印 刷 デ ー タ 生 成 ス
テ ッ プ と 、 を 含 む と 共 に 、 前 記 コ ン ピ ュ ー タ 又 は 別 の コ ン ピ ュ ー タ を 、 前 記 ブ ロ ッ ク 分 割
ス テ ッ プ で 分 割 さ れ た 各 分 割 領 域 の う ち 、 残 り の 分 割 領 域 に 対 し て エ ッ ジ の 有 無 を 判 別 す
る 第 ２ エ ッ ジ 判 別 ス テ ッ プ と 、 前 記 第 ２ エ ッ ジ 判 別 ス テ ッ プ で エ ッ ジ を 有 し な い と 判 別 さ
れ た 分 割 領 域 が 中 間 調 領 域 で あ る か 否 か を 判 別 す る 第 ２ 中 間 調 領 域 判 別 ス テ ッ プ と 、 前 記
第 ２ 中 間 調 領 域 判 別 ス テ ッ プ で 中 間 調 領 域 で あ る と 判 別 さ れ た 分 割 領 域 内 の 画 像 デ ー タ を
第 １ の Ｎ 値 化 処 理 を 用 い て Ｎ 値 （ Ｍ ＞ Ｎ ≧ ２ ） 化 し て Ｎ 値 の 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 第 ３ Ｎ
値 化 デ ー タ 生 成 ス テ ッ プ と 、 前 記 第 ２ エ ッ ジ 判 別 ス テ ッ プ で エ ッ ジ を 有 す る と 判 別 さ れ た
分 割 領 域 内 の 画 像 デ ー タ 、 ま た は 前 記 第 ２ 中 間 調 領 域 判 別 ス テ ッ プ で 中 間 調 領 域 で な い と
判 別 さ れ た 分 割 領 域 内 の 画 像 デ ー タ を 第 ２ の Ｎ 値 化 処 理 を 用 い て Ｎ 値 （ Ｍ ＞ Ｎ ≧ ２ ） 化 し
て Ｎ 値 の 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 第 ４ Ｎ 値 化 デ ー タ 生 成 ス テ ッ プ と 、 前 記 第 ３ Ｎ 値 化 デ ー タ
生 成 ス テ ッ プ で 生 成 し た Ｎ 値 の 画 像 デ ー タ 、 お よ び 前 記 第 ４ Ｎ 値 化 デ ー タ 生 成 ス テ ッ プ で
生 成 し た Ｎ 値 の 画 像 デ ー タ の 各 画 素 に 対 応 す る ド ッ ト を 設 定 し た 印 刷 デ ー タ を 生 成 す る 第
２ 印 刷 デ ー タ 生 成 ス テ ッ プ と 、 前 記 第 ２ 印 刷 デ ー タ 生 成 ス テ ッ プ で 生 成 さ れ た 印 刷 デ ー タ
の う ち 、 前 記 第 ４ Ｎ 値 化 デ ー タ 生 成 ス テ ッ プ で 生 成 し た Ｎ 値 の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 印 刷
デ ー タ の エ ッ ジ 部 分 に 位 置 す る ド ッ ト の サ イ ズ を 変 更 し て そ の エ ッ ジ を 強 調 す る ド ッ ト サ
イ ズ 変 更 ス テ ッ プ と 、 前 記 ド ッ ト サ イ ズ 変 更 ス テ ッ プ に よ っ て ド ッ ト サ イ ズ が 変 更 さ れ た
印 刷 デ ー タ お よ び 前 記 第 ２ 印 刷 デ ー タ 生 成 ス テ ッ プ で 生 成 さ れ た 印 刷 デ ー タ と 、 前 記 第 １
印 刷 デ ー タ 生 成 ス テ ッ プ で 生 成 さ れ た 印 刷 デ ー タ と を 合 成 す る 印 刷 デ ー タ 合 成 ス テ ッ プ と
、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ２
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 先 ず 、 本 発 明 に 適 用 さ れ る 印 字 ヘ ッ ド ２ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ３ は 、 こ の 印 字 ヘ ッ ド ２ ０ ０ の 構 造 を 示 す 部 分 拡 大 底 面 図 、 図 ４ は 、 そ の 部 分 拡 大 側
面 図 で あ る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の 印 字 ヘ ッ ド ２ ０ ０ は 、 い わ ゆ る ラ イ ン ヘ ッ ド 型 の プ リ ン タ に 用
い ら れ る 印 刷 用 紙 の 紙 幅 方 向 に 延 び る 長 尺 構 造 を し て お り 、 ブ ラ ッ ク （ Ｋ ） イ ン ク を 専 用
に 吐 出 す る ノ ズ ル Ｎ が 複 数 個 （ 図 で は １ ８ 個 ） 、 ノ ズ ル 配 列 方 向 に 直 線 状 に 配 列 さ れ た ブ
ラ ッ ク ノ ズ ル モ ジ ュ ー ル ５ ０ と 、 イ エ ロ ー （ Ｙ ） イ ン ク を 専 用 に 吐 出 す る ノ ズ ル Ｎ が 複 数
個 、 同 じ く ノ ズ ル 配 列 方 向 に 直 線 状 に 配 列 さ れ た イ エ ロ ー ノ ズ ル モ ジ ュ ー ル ５ ２ と 、 マ ゼ
ン タ （ Ｍ ） イ ン ク を 専 用 に 吐 出 す る ノ ズ ル Ｎ が 複 数 個 、 同 じ く ノ ズ ル 配 列 方 向 に 直 線 状 に
配 列 さ れ た マ ゼ ン タ ノ ズ ル モ ジ ュ ー ル ５ ４ と 、 シ ア ン （ Ｃ ） イ ン ク を 専 用 に 吐 出 す る ノ ズ
ル Ｎ が 複 数 個 、 同 じ く ノ ズ ル 配 列 方 向 に 直 線 状 に 配 列 さ れ た シ ア ン ノ ズ ル モ ジ ュ ー ル ５ ６
と い っ た ４ つ の ノ ズ ル モ ジ ュ ー ル ５ ０ 、 ５ ２ 、 ５ ４ 、 ５ ６ が 印 刷 方 向 （ ノ ズ ル 配 列 に 対 し
て 垂 直 方 向 ） に 重 な る よ う に 一 体 的 に 配 列 し て 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 モ ノ ク ロ を 目 的 と
す る 印 字 ヘ ッ ド の 場 合 は 、 ブ ラ ッ ク （ Ｋ ） の み 、 ま た 、 高 画 質 な 画 像 を タ ー ゲ ッ ト と す る
印 字 ヘ ッ ド の 場 合 は ラ イ ト マ ゼ ン タ や ラ イ ト シ ア ン な ど を 加 え た ６ 色 や ７ 色 の イ ン ク を 用
い る 場 合 も あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ２ 】
　 先 ず 、 図 １ ６ （ １ ） に 示 す よ う に 、 処 理 対 象 と な る 多 値 の 画 像 デ ー タ は 、 そ の す べ て の
画 素 の 画 素 値 （ 輝 度 値 ） が ８ ビ ッ ト 、 ２ ５ ６ 階 調 で 表 現 さ れ る と き 、 そ れ ぞ れ 「 ７ ０ 」 で
あ る と す る 。
　 こ の よ う な 多 値 の 画 像 デ ー タ を 図 ７ に 示 す よ う な 変 換 テ ー ブ ル ３ ０ ０ Ａ に 基 づ い て 通 常
の 閾 値 に よ る Ｎ 値 化 を 実 施 し 、 そ の Ｎ 値 に 対 応 す る ド ッ ト を 決 定 す る と 、 同 図 （ ２ ） に 示
す よ う に 、 そ の す べ て の 画 素 に 対 応 す る ド ッ ト サ イ ズ は 「 中 ド ッ ト 」 と な る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ４ ４ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 印 刷 装 置 １ ０ ０ か ら 印 字 ヘ ッ ド ２ ０ ０ と 印 刷 手 段 ２ ６ と を 分 離 す れ ば
、 そ の 機 能 は パ ソ コ ン な ど の 汎 用 の 情 報 処 理 装 置 （ 画 像 処 理 装 置 ） の み で 実 現 す る こ と も
可 能 と な る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 印 刷 装 置 １ ０ ０ は 、 そ の 機 能 の す べ て を １ つ に 筐 体 内 に 収 容 し た 形 態 に
限 定 さ れ る も の で な い こ と は い う ま で も な く 、 そ の 機 能 の 一 部 、 例 え ば 第 １ Ｎ 値 化 デ ー タ
生 成 手 段 ２ ０ の み を パ ソ コ ン 側 で 実 現 し 、 印 刷 デ ー タ 生 成 手 段 ２ ４ お よ び 印 刷 手 段 ２ ６ を
プ リ ン タ 側 で 実 現 す る よ う に 機 能 分 割 し た 構 成 で あ っ て も 良 い 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ５ ３ 】
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　 本 実 施 の 形 態 に お け る ド ッ ト サ イ ズ 変 更 手 段 ２ ５ は 、 前 記 印 刷 デ ー タ 生 成 手 段 ２ ４ で 生
成 さ れ た 印 刷 デ ー タ の う ち 、 前 記 第 ２ Ｎ 値 化 デ ー タ 生 成 手 段 ２ ２ で 生 成 し た Ｎ 値 の 画 像 デ
ー タ に 対 応 す る 印 刷 デ ー タ の エ ッ ジ 部 分 に 位 置 す る ド ッ ト の サ イ ズ を 変 更 し て そ の エ ッ ジ
を 強 調 す る 機 能 を 提 供 す る よ う に な っ て い る 。
　 図 ２ ３ は 、 こ の ド ッ ト サ イ ズ 変 更 手 段 ２ ５ に お け る ド ッ ト の サ イ ズ 変 更 処 理 の 一 例 を 示
し た 模 式 図 で あ る 。 同 図 （ ａ ） は ド ッ ト の サ イ ズ 変 更 処 理 前 の エ ッ ジ 部 分 を 、 ま た 、 同 図
（ ｂ ） は ド ッ ト の サ イ ズ 変 更 処 理 後 の エ ッ ジ 部 分 を そ れ ぞ れ 示 し た も の で あ り 、 そ れ ぞ れ
エ ッ ジ よ り 上 の 領 域 よ り も 下 の 領 域 の 方 が 濃 度 が 高 い （ ド ッ ト が 大 き い ） 状 態 を 示 し た も
の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ６ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ６ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て も 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 従 来 か ら 既 存 の イ ン ク
ジ ェ ッ ト 方 式 の 印 字 ヘ ッ ド ２ ０ ０ や 印 刷 手 段 ２ ６ （ プ リ ン タ ） を そ の ま ま 活 用 す る が で き
る 。
　 従 っ て 、 図 ２ ２ の 構 成 か ら 印 字 ヘ ッ ド ２ ０ ０ と 印 刷 手 段 ２ ６ と を 分 離 す れ ば 、 そ の 機 能
は パ ソ コ ン な ど の 汎 用 の 情 報 処 理 装 置 （ 画 像 処 理 装 置 ） の み で 実 現 す る こ と も 可 能 と な る
。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ６ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ６ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 と し て 、 図 ２ ５ に 示 す よ う に 処 理 対 象 と な る 原 画 像 デ
ー タ を ２ プ レ ー ン に 分 割 し 、 そ れ ぞ れ の プ レ ー ン に 対 し て 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 の 形
態 に よ る 処 理 を 並 行 し て 実 施 し た 後 、 両 印 刷 デ ー タ を 合 成 し て 印 刷 手 段 ２ ６ に よ っ て ま と
め て 印 刷 処 理 を 実 行 す る よ う に し て も 良 い 。 す な わ ち 、 図 ２ ５ に 示 す よ う に 処 理 対 象 と な
る 原 画 像 デ ー タ を ２ プ レ ー ン に 分 割 し た 後 、 一 方 の プ レ ー ン に 対 し て 前 記 第 １ の 実 施 の 形
態 に お け る 印 刷 デ ー タ 生 成 手 段 ２ ４ に よ る 印 刷 デ ー タ 生 成 処 理 ま で を 実 行 し 、 他 方 の プ レ
ー ン に 対 し て 前 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る ド ッ ト サ イ ズ 変 更 ２ ５ に よ る ド ッ ト サ イ ズ 変
更 処 理 が 行 わ れ た 印 刷 デ ー タ 生 成 処 理 ま で を 実 行 し た 後 、 図 示 し な い 印 刷 デ ー タ 合 成 手 段
に よ っ て こ れ ら 印 刷 デ ー タ を 合 成 し て か ら 、 １ つ の 印 刷 手 段 ２ ６ に よ っ て そ の 合 成 さ れ た
印 刷 デ ー タ に 基 づ い て 印 刷 を 実 行 す る 。
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